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第
七
十
一 

 
 
 

 
 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｏ 

   
 
 
 
 

一 
  

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
が
開
始
さ
れ
て
一
か
月
後
、
一
九
四
三
年
の
四

月
に
進
水
し
た
超
大
型
航
空
母
艦
「
大
鳳
」
は
、
全
長
二
百
六
十
メ

ー
ト
ル
の
甲
板
を
備
え
、
艦
上
爆
撃
機
、
戦
闘
機
な
ど
五
十
機
以
上

を
艦
載
で
き
る
格
納
力
を
持
っ
て
い
た
。 

 

甲
板
に
鉄
鋼
を
張
っ
た
甲
装
仕
様
で
、
高
度
三
千
メ
ー
ト
ル
か
ら

の
八
百
キ
ロ
爆
弾
も
し
く
は
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
か
ら

の
六
イ
ン
チ
砲
直
撃
に
も
耐
え
ら
れ
る
能
力
が
あ
っ
た
。
魚
雷
攻
撃

を
受
け
て
浸
水
し
て
も
、
限
定
区
画
で
被
害
を
抑
え
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
た
。 

 

ジ
リ
ジ
リ
と
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
た
連
合
艦
隊
に
と
っ
て
は
、
起

死
回
生
の
特
効
薬
に
も
似
た
「
不
沈
空
母
」
が
登
場
し
た
。
兵
員
輸

送
と
航
行
訓
練
を
兼
ね
て
呉
↓
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
↓
リ
ン
ガ
↓
タ
ウ
イ

タ
ウ
イ
↓
ギ
ラ
マ
ス
と
航
行
し
、
六
月
十
八
日
、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦

に
臨
ん
だ
の
が
初
の
実
戦
参
加
だ
っ
た
。 

 

翌
十
九
日
の
海
戦
で
午
前
八
時
十
分
過
ぎ
、
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦

「
ア
ル
バ
コ
ア
」
が
放
っ
た
魚
雷
六
本
の
う
ち
の
一
本
が
右
舷
前
方

に
命
中
し
た
。
こ
の
と
き
積
載
し
て
い
た
航
空
燃
料
の
管
に
亀
裂
が

入
っ
た
。
燃
料
は
気
化
し
て
密
閉
さ
れ
た
区
画
に
充
満
し
た
。 

 

午
後
二
時
半
過
ぎ
、
帰
還
し
た
攻
撃
隊
の
一
機
が
胴
体
着
陸
し
た

瞬
間
に
大
爆
発
が
起
こ
っ
た
。
懸
命
の
消
火
活
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、

午
後
四
時
半
、
左
舷
に
大
き
く
傾
斜
し
沈
没
し
た
。
就
役
か
ら
わ
ず

か
二
か
月
半
で
あ
っ
け
な
く
海
の
藻
屑
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

海
軍
に
は
も
う
一
つ
の
不
沈
空
母
が
あ
っ
た
。
い
や
、
潮
岬
沖
で

沈
没
し
た
超
弩
級
空
母
「
信
濃
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
い
う

の
は
島
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

源
田
實
と
い
う
中
佐
が
い
た
。 

 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
（
一
九
四
二
年
六
月
）、
第
二
次
ソ
ロ
モ
ン

海
戦
（
四
二
年
八
月
）、
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
（
四
四
年
六
月
）、
エ
ン

ガ
ノ
沖
海
戦
（
四
四
年
十
月
）
な
ど
で
、
連
合
艦
隊
は
多
く
の
空
母

を
失
っ
た
。
ば
か
り
で
な
く
、
南
太
平
洋
や
東
シ
ナ
海
、
日
本
近
海

を
航
行
し
て
い
る
と
き
に
も
米
潜
水
艦
の
標
的
と
な
っ
た
。 

 

大
本
営
は
急
ピ
ッ
チ
で
「
雲
龍
」
型
中
型
空
母
、「
伊
吹
」
型
重

巡
空
母
を
建
造
し
た
が
、
そ
の
完
成
を
待
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。 

 
―
―
空
母
が
足
り
な
い
な
ら
、
島
を
空
母
と
見
立
て
れ
ば
い
い
で

は
な
い
か
。 

 

と
源
田
は
思
い
つ
い
た
。 
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「
不
沈
空
母
」
構
想
で
あ
る
。 

 
そ
れ
は
い
ま
さ
ら
の
話
で
は
な
く
、
一
九
四
二
年
（
昭
和
十
七
）

の
早
い
段
階
で
着
想
さ
れ
て
い
た
。 

 

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
パ
ラ
オ
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
結

ぶ
海
域
を
「
内
南
洋
」
と
し
、
そ
こ
に
浮
か
ぶ
島
嶼
に
航
空
基
地
を

建
設
す
る
。
そ
こ
に
配
備
し
た
基
地
航
空
部
隊
を
も
っ
て
空
母
部
隊

と
同
様
の
航
空
作
戦
を
展
開
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

ー
島
が
そ
の
最
初
の
候
補
だ
っ
た
。 

 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
の
攻
略
は
失
敗
し
た
が
、
源
田
の
構
想
は
着
実

に
実
行
さ
れ
て
い
た
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
、
テ
ニ
ア
ン
、
サ
イ
パ
ン
と
い
っ
た
島
々
に
第
一
航
空

艦
隊
（
一
航
艦
）
の
航
空
部
隊
が
配
備
さ
れ
、
四
四
年
二
月
の
時
点

で
は
計
十
三
の
航
空
隊
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。
計
画
で
は
最
新
鋭
の

戦
闘
機
、
爆
撃
機
計
一
千
六
百
二
十
機
が
配
備
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

が
、
航
空
機
の
生
産
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
た
め
現
地
の
航
空
部
隊
は
、
墜
落
し
た
り
破
壊
さ
れ
た
航
空

機
の
残
骸
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ど
う
に
か
戦
闘
機
ら
し
き
航
空
機
を

作
り
出
し
た
。
ま
た
大
本
営
は
旧
式
の
戦
闘
機
や
爆
撃
機
を
か
き
集

め
、
機
数
だ
け
は
計
画
を
達
成
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
は
輸
送
船
と

搭
乗
員
が
足
り
な
か
っ
た
。 

 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
、
エ
ン
ガ
ノ
岬
沖
海
戦
が
行
わ
れ
た
一
九
四
四

年
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
停
止
（
失
敗
）、
サ
イ
パ
ン
の
陥
落
と
、

日
本
軍
の
劣
勢
が
は
っ
き
り
し
た
年
だ
っ
た
。
欧
州
戦
線
で
は
イ
ギ

リ
ス
空
軍
が
ド
イ
ツ
を
爆
撃
し
、
ド
イ
ツ
軍
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
か
ら

撤
退
、
連
合
軍
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
上
陸
と
、
第
二
次
世
界
大
戦
そ

の
も
の
が
攻
守
転
換
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。 

 

弱
り
目
に
祟
り
目
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
劣
勢
に
立
っ
た
と
き

内
包
し
て
い
た
弱
点
が
噴
き
出
し
て
く
る
。
日
本
軍
な
い
し
大
日
本

帝
国
に
あ
っ
て
は
、
情
報
の
処
理
と
評
価
の
問
題
だ
っ
た
。
ど
の
よ

う
に
情
報
を
入
手
す
る
か
、
入
手
し
た
情
報
を
ど
う
分
析
す
る
か
、

分
析
し
た
結
果
を
ど
う
活
か
す
か
、
実
施
し
た
作
戦
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か
で
あ
る
。 

  

一
般
に
、
企
業
経
営
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
の
基
本
的
な
手
法
と

さ
れ
る
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
＆
Ｄ
Ｏ
」
は
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
前
に
Ａ
Ｓ
―
Ｉ
Ｓ

の
分
析
が
、
Ｄ
Ｏ
の
あ
と
に
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）
が
な
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
で
適
切
な
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
実
行
）
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
、
Ｃ
に
こ
そ
重
き
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

さ
ら
に
い
う
と
、
す
べ
て
の
前
提
と
な
る
Ａ
Ｓ
―
Ｉ
Ｓ
は
客
観
的

で
正
確
な
「
事
実
」
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
観
的
な
感

想
、
希
望
的
観
測
、「
べ
き
」
論
や
「
だ
っ
た
ら
」
の
仮
定
、
周
辺

関
係
者
へ
の
配
慮
や
忖
度
な
ど
を
一
切
排
除
し
、
事
実
を
事
実
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。 

 

Ｄ
Ｏ
の
あ
と
の
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
も
同
様
で
あ
る
。
信
頼
性
の
あ
る
情
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報
が
適
正
な
手
段
で
入
力
さ
れ
、
正
し
い
方
程
式
で
数
値
化
さ
れ
、

そ
の
結
果
は
冷
静
か
つ
批
判
的
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
と
き
「
べ
き
」
論
や
「
だ
っ
た
ら
」
の
仮
定
は
有
効
に
作
用
す

る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
決
し
て
そ
の
前
提
と
は
な
り
得
な
い
。 

 

だ
が
日
本
軍
は
、
そ
の
す
べ
て
に
「
大
和
魂
」
と
「
根
性
」
を
当

て
は
め
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
は
、
四
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
十
六

日
に
か
け
て
、
波
状
的
に
展
開
さ
れ
た
台
湾
沖
航
空
戦
で
あ
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
（
あ
号
作
戦
）
に
完
敗
し
た
日
本
海
軍
は
、
最

後
の
決
戦
「
捷
号
作
戦
」
を
立
案
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
方
面
を
意
味

す
る
捷
一
号
、
九
州
南
部
か
ら
台
湾
島
に
か
け
て
展
開
す
る
捷
二
号
、

本
州
・
四
国
・
九
州
お
よ
び
小
笠
原
諸
島
の
死
守
を
ね
ら
っ
た
捷
三

号
、
北
海
道
を
防
衛
す
る
捷
四
号
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
軍
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ル
ソ
ン
島
）
再
上
陸
を
予
測
さ
せ
る

活
動
を
頻
繁
に
示
し
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
キ
ン
グ
Ⅱ
作
戦
」
で
あ

る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
奪
還
計
画
（
キ
ン
グ
Ｉ
作
戦
）
に
続
く
も
の
だ

っ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
↓
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
↓
モ
ロ
タ
イ
と
兵
を
進
め
て
き

た
の
で
、
次
は
ル
ソ
ン
島
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
た
。 

 

そ
こ
で
捷
一
号
が
発
動
さ
れ
た
。
公
式
記
録
に
よ
る
作
戦
発
動
日

は
四
四
年
十
月
十
八
日
と
さ
れ
る
。
し
か
し
台
湾
沖
航
空
戦
が
行
わ

れ
た
の
は
四
四
年
十
月
十
二
日
か
ら
十
六
日
の
五
日
間
、
そ
の
図
上

演
習
が
始
ま
っ
た
の
は
七
月
二
十
三
日
、「
捷
号
作
戦
」
の
た
め
に

第
二
航
空
艦
隊
（
二
航
艦
）
が
創
設
さ
れ
た
の
は
六
月
十
五
日
に
さ

か
の
ぼ
る
。 

 

捷
一
号
の
ね
ら
い
は
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ル
ゼ
ー
大
将
率
い
る
ア
メ

リ
カ
海
軍
機
動
部
隊
第
三
十
八
機
動
部
隊
の
殲
滅
と
さ
れ
た
。
各
航

空
部
隊
か
ら
搭
乗
員
を
集
め
、
昼
間
攻
撃
隊
、
薄
暮
攻
撃
隊
、
悪
天

候
下
で
も
攻
撃
可
能
な
「
Ｔ
攻
撃
部
隊
」
が
編
成
さ
れ
た
。
福
留
繁

中
将
を
司
令
官
と
し
、
海
軍
爆
撃
機
「
銀
河
」、
艦
上
攻
撃
機
「
天

山
」、
陸
軍
爆
撃
機
「
飛
龍
」
な
ど
千
二
百
五
十
一
機
で
あ
る
。 

 

十
月
十
二
日
、
ア
メ
リ
カ
第
三
艦
隊
の
航
空
機
千
三
百
七
十
八
機

が
台
北
を
空
襲
し
た
。
四
三
年
十
一
月
二
十
五
日
、
中
国
・
江
西
省

遂
川
（Suíchuān

）
か
ら
飛
来
し
た
十
四
機
の
Ｂ
―
24
に
よ
る
新

竹
爆
撃
以
来
の
空
襲
だ
っ
た
。 

 

「
ハ
ル
ゼ
ー
艦
隊
現
わ
る
」 

 

の
報
で
、
同
日
の
薄
暮
、
約
百
機
が
出
撃
し
た
。
曇
天
の
日
暮
れ

で
照
明
弾
の
効
果
が
出
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
側
の
対
空
砲
火
で
五

十
四
機
が
未
帰
還
と
な
っ
た
。 

 
翌
十
三
日
に
も
ア
メ
リ
カ
第
三
艦
隊
は
約
九
百
五
十
機
が
台
湾
を

空
襲
し
た
。
こ
の
と
き
も
薄
暮
攻
撃
に
二
十
八
機
が
出
撃
し
た
。
ア

メ
リ
カ
第
三
艦
隊
は
日
本
軍
の
暗
号
を
解
読
し
て
い
て
、
連
合
艦
隊

司
令
長
官
・
豊
田
副
武
大
将
が
台
湾
の
新
竹
基
地
に
滞
在
し
て
い
る
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こ
と
を
掴
ん
で
い
た
。 

 
山
本
五
十
六
が
ソ
ロ
モ
ン
上
空
で
撃
墜
死
、
古
賀
峯
一
は
セ
ブ
島

で
遭
難
死
と
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
は
二
代
続
い
て
不
遇
の
死
を
遂

げ
て
い
た
。
豊
田
を
空
襲
で
死
ぬ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
二
航

艦
の
責
任
は
限
り
な
く
重
い
。 

 

と
い
う
こ
と
か
ら
、
福
留
中
将
は
十
四
、
十
五
、
十
六
と
連
日
の

索
敵
、
追
撃
に
専
念
し
た
。
ば
か
り
で
な
く
連
合
艦
隊
司
令
部
は
第

五
艦
隊
（
支
那
方
面
艦
隊
：
重
巡
洋
艦
「
那
智
」「
足
柄
」
な
ど
で

編
成
）
に
追
撃
命
令
を
出
し
て
い
た
。 

 

十
二
日
の
未
帰
還
五
十
四
機
を
含
め
、
五
日
間
で
日
本
軍
が
被
っ

た
損
害
は
三
百
十
二
機
、
出
撃
し
た
六
百
四
十
四
機
に
占
め
る
損
失

率
は
四
八
・
四
％
に
達
し
た
。
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
滞
在
、
乾
坤

一
擲
の
大
戦
果
へ
の
意
欲
、
戦
況
転
換
へ
の
希
望
的
観
測
と
い
っ
た

様
ざ
ま
な
要
素
が
錯
綜
し
た
。
豊
田
長
官
に
大
戦
果
を
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
と
き
の
戦
果
を
日
本
軍
司
令
部
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
た
。 

 

12
日 

空
母
六
な
い
し
八
隻
を
撃
沈 

13
日 

空
母
三
な
い
し
五
隻
を
撃
沈 

14
日 

第
一
次
攻
撃
隊
ハ
空
母
三 

 
 
 

第
二
次
攻
撃
隊
ハ
空
母
二
ニ
夫
々
相
当
ナ
ル
損
害
ヲ
与
ヘ 

 
 
 

得
タ
ル
コ
ト
確
実 

15
日 

轟
沈 

戦
艦
一 

 
 
 

撃
沈
確
実 

大
型
空
母
一
、
小
型
空
母
一
、
甲
巡
洋
艦
一 

 
 
 

沈
没
ほ
ぼ
確
実 

小
型
空
母
一
、
戦
艦
一
、
乙
巡
洋
艦
一 

  

「
戦
果
」
を
合
計
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
艦
隊
は
少
な
く
と
も
空
母

十
一
隻
、
戦
艦
一
隻
、
巡
洋
艦
一
隻
を
失
っ
た
こ
と
な
る
。
と
い
う

こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
第
三
十
八
機
動
部
隊
は
消
滅
し
た
は
ず
だ
っ
た
。 

  

大
本
営
発
表 

 

十
月
十
五
日
十
五
時
付	 

台
湾
東
方
海
面
の
敵
機
動
部
隊
は
昨14

日
来
東
方
に
向
け
敗
走
中

に
し
て
、
我
が
部
隊
は
此
の
敵
に
対
し
反
覆
猛
攻
を
加
へ
戦
果
拡
充

中
な
り
。
現
在
ま
で
に
判
明
せ
る
戦
果
（
既
発
表
の
も
の
を
含
む
）

左
の
如
し 

 

轟
撃
沈 

航
空
母
艦
七
隻 

駆
逐
艦
一
隻 

 

（
註
）
既
発
表
の
艦
種
不
詳
三
隻
は
航
空
母
艦
三
隻
な
り
し
こ
と 

 
 
 
 

判
明
せ
り 

 
撃
破 

航
空
母
艦
一
隻 

戦
艦
一
隻 

巡
洋
艦
一
隻 

 
 
 
 

艦
種
不
詳
十
一
隻 

  

十
七
日
十
六
時
付	 

 

我
航
空
部
隊
は
明
十
六
日
台
湾
東
方
海
面
に
於
て
新
た
に
来
援
せ
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る
敵
機
動
部
隊
を
追
撃
し
、
航
空
母
艦
、
戦
艦
各
一
隻
以
上
を
撃
破

せ
り 

  

十
九
日
十
八
時
付	 

 

我
部
隊
は
十
月
十
二
日
以
降
連
日
連
夜
台
湾
及
「
ル
ソ
ン
」
東
方

海
面
の
敵
機
動
部
隊
を
猛
攻
し
其
の
過
半
の
兵
力
を
壊
滅
し
て
之
を

潰
走
せ
し
め
た
り
。 

（
一
）
我
方
の
収
め
た
る
戦
果
綜
合
次
の
如
し 

 

轟
撃
沈 

航
空
母
艦
十
一
隻 
戦
艦
二
隻 

巡
洋
艦
三
隻 

巡
洋 

 
 
 
 
 

艦
若
は
駆
逐
艦
一
隻 

 

撃 

破 

航
空
母
艦
八
隻 

戦
艦
二
隻 
巡
洋
艦
四
隻 

巡
洋
艦 

 
 
 
 
 

若
は
駆
逐
艦
一
隻 

艦
種
不
詳
十
三
隻 

 

撃 

墜 

一
一
二
機
（
基
地
に
お
け
る
撃
墜
を
含
ま
ず
） 

（
二
）
我
方
の
損
害 

飛
行
機
未
帰
還
三
一
二
機 

（
註
）
本
戦
闘
を
台
湾
沖
航
空
戦
と
呼
稱
す 

  

こ
れ
に
対
し
て
、
大
本
営
や
海
軍
軍
令
部
の
内
部
に
再
調
査
の
必

要
を
指
摘
す
る
声
が
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
声

は 
 

「
消
極
的
で
あ
る
」 

 

「
国
民
の
士
気
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」 

 

と
い
う
理
由
で
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

あ
ま
つ
さ
え
、 

 

―
―
残
敵
を
掃
討
し
、
敵
損
傷
艦
を
拿
捕
す
べ
し
。 

 

と
い
う
命
令
ま
で
出
し
た
。
の
ち
に
権
力
サ
イ
ド
が
流
す
偽
情
報

の
代
名
詞
と
な
っ
た
「
大
本
営
発
表
」
で
あ
る
。 

 

赫
々
た
る
大
戦
果
で
は
な
い
か
。
こ
の
報
道
に
日
本
国
民
は
歓
喜

し
た
。「
日
本
軍
の
反
攻
が
始
ま
る
」
と
喧
伝
さ
れ
た
。 

 
 

 
 
 
 
 

三 
 
 

 

十
月
十
六
日
、
台
湾
か
ら
飛
び
立
っ
た
索
敵
機
が
台
湾
東
方
四
百

三
十
浬
の
海
上
に
空
母
七
隻
か
ら
な
る
敵
機
動
部
隊
が
航
行
し
て
い

る
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
知
ら
せ
は
大
本
営
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
。

恐
慌
を
き
た
し
た
と
い
っ
て
い
い
。 

 

翌
十
七
日
に
な
る
と
、
今
度
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
島
レ
イ
テ
湾
沖
に
米

海
軍
機
動
部
隊
約
十
隻
が
姿
を
現
わ
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
総
艦
数

七
十
隻
に
も
達
す
る
ア
メ
リ
カ
海
軍
第
三
十
八
任
務
部
隊
が
、
海
面

を
埋
め
尽
く
し
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
初
め
て
、

大
本
営
は
台
湾
沖
航
空
戦
の
戦
果
に
と
ん
で
も
な
い
誤
認
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
。 

 
こ
の
と
き
、
第
三
艦
隊
司
令
長
官
ハ
ル
ゼ
ー
は
、
旗
艦
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
か
ら
ニ
ミ
ッ
ツ
（
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
兼
太
平
洋
戦
域

最
高
司
令
官
）
に
宛
て
て 
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―
―
近
頃
、
ラ
ジ
オ
東
京
が
全
滅
し
た
と
報
じ
た
第
三
艦
隊
の
艦
船

は
、
海
中
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
、
日
本
艦
隊
に
向
け
て
高
速
で
撤
退

中
。 

 

と
い
う
電
報
を
発
し
て
い
た
。 

 

台
湾
沖
航
空
戦
の
戦
果
は
、
帰
投
し
た
攻
撃
機
搭
乗
員
の
報
告
に

基
づ
い
て
い
た
。 

 

彼
ら
は
口
々
に 

 

―
―
爆
弾
が
空
母
に
命
中
し
た
（
と
思
う
）。 

 

―
―
炎
上
し
て
い
る
の
を
見
た
。 

 

と
報
告
し
た
。 

 

い
く
つ
か
の
報
告
は
正
し
か
っ
た
が
、
多
く
は
想
像
で
あ
っ
た
り

見
間
違
え
で
あ
っ
た
り
し
た
。
機
関
を
全
開
に
し
て
回
避
行
動
を
取

る
艦
隊
が
吐
き
出
す
重
油
の
煙
を
、
命
中
弾
に
よ
る
火
災
と
勘
違
い

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。 

 

こ
の
報
告
を
鹿
屋
基
地
参
謀
が
都
合
よ
く
解
釈
し
た
。 

 

だ
け
で
な
く
、
搭
乗
員
の
質
問
に
当
た
っ
た
将
校
た
ち
が
誘
導
的

な
尋
問
を
行
っ
た
。 

―
―
敵
艦
か
ら
あ
が
る
煙
は
、
味
方
の
爆
弾
が
当
た
っ
た
も
の
で
は

な
い
か
？ 

 

と
訊
ね
ら
れ
、
初
年
兵
は 

 

―
―
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

と
回
答
し
た
。 

 

―
―
い
や
、
違
う
と
思
い
ま
す 

 

と
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
圧
力
が
あ
っ
た
。 

 

す
る
と 

 

―
―
爆
弾
が
命
中
し
た
も
の
と
認
め
る
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 
 

そ
の
繰
り
返
し
が
行
わ
れ
、 

 

―
―
命
中
弾
三
発
で
あ
れ
ば
中
破
な
い
し
大
破
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。 

 

―
―
さ
ら
に
火
災
が
発
生
し
て
い
れ
ば
沈
没
し
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

―
―
い
や
沈
没
し
た
で
あ
ろ
う
。 

 

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
行
っ
た
。 

 

開
戦
か
ら
一
、
二
年
の
こ
ろ
は
猛
特
訓
を
受
け
た
戦
闘
機
乗
り
が

い
く
ら
で
も
い
て
、
戦
果
を
厳
し
く
評
価
す
る
こ
と
が
教
育
さ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
戦
局
が
劣
勢
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
希

望
的
観
測
が
安
易
に
入
り
込
ん
だ
。 

 

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
あ
と
、
大
本
営
は 

 

「
希
望
的
観
測
に
基
づ
い
て
戦
果
を
評
価
し
な
い
よ
う
に
」 

 
と
全
軍
に
通
達
し
て
い
た
が
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
最
前
線

で
は
少
し
で
も
希
望
を
見
出
そ
う
と
し
、
ま
た
各
軍
の
司
令
本
部
も

「
戦
果
」
を
強
く
求
め
て
い
た
。
大
本
営
の
通
達
は
事
実
上
、
反
故

に
な
っ
た
。 

 

情
報
の
収
集
と
評
価
は
き
わ
め
て
恣
意
的
で
あ
っ
て
、
そ
の
集
積
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を
綿
密
か
つ
客
観
的
に
分
析
す
る
作
業
は
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

現
今
の
成
果
主
義
が
も
た
ら
す
弊
害
と
相
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 
こ
の
戦
果
誤
認
が
も
た
ら
し
た
被
害
は
、
大
き
か
っ
た
。 

 

四
四
年
十
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
沖
海
戦
は
、
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
艦
隊
の
主
力
は
消
滅
し
た
、

と
い
う
前
提
で
立
案
さ
れ
て
い
た
。
マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦
と
同
じ
過
ち

を
海
軍
軍
令
部
は
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

台
湾
沖
航
空
戦
に
攻
撃
機
を
動
員
し
た
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空

部
隊
の
稼
動
機
数
は
三
十
五
機
に
減
っ
て
い
た
。
航
空
機
の
援
護
が

な
い
ま
ま
、
連
合
艦
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
海
戦
（
レ
イ
テ
沖
海
戦
と

も
＝
十
月
二
十
二
日
：
ス
リ
ガ
オ
海
峡
海
戦
、
同
二
十
四
日
：
シ
ブ

ヤ
ン
海
海
戦
／
エ
ン
ガ
ノ
岬
沖
海
戦
、
同
二
十
五
日
：
サ
マ
ー
ル
沖

海
戦
の
総
称
）
で
空
母
「
瑞
鶴
」「
瑞
鳳
」「
千
歳
」「
千
代
田
」、
戦

艦
「
武
蔵
」「
扶
桑
」「
山
城
」
の
ほ
か
艦
船
三
十
を
失
い
、
南
方
艦

隊
は
壊
滅
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

か
つ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
屯
の
山
下
奉
文
率
い
る
陸
軍
第
十
四
方
面

軍
が
連
合
軍
に
降
伏
し
て
以
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
Ｂ
―
29
に
よ
る

日
本
本
土
空
襲
を
楽
々
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
軍
が
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
ー
島
を
足
が
か
り
に
ア
メ
リ
カ
本
土
を
爆
撃
し
よ
う
と
考
え

た
こ
と
を
、
今
度
は
ア
メ
リ
カ
軍
が
実
行
す
る
番
だ
っ
た
。 

 

だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
軍
が
作
っ
た
グ
ア
ム
、
サ
イ

パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
の
飛
行
場
を
拡
張
し
て
大
型
爆
撃
機
が
離
発
着
で

き
る
よ
う
に
し
た
。「
不
沈
空
母
」
化
し
た
の
で
あ
る
。
源
田
の
構

想
を
逆
手
に
取
っ
た
と
も
い
え
る
し
、
戦
争
で
あ
る
以
上
、
ア
メ
リ

カ
が
同
じ
こ
と
を
考
え
た
と
し
て
少
し
も
お
か
し
く
な
い
。 

  
 
 
 
 

四 
  

興
味
深
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
南
西
太
平
洋
方
面
最
高
司
令

官
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
「
エ
レ
ク
ト
ン
作
戦
」
の
自
己
検

証
を
求
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
エ
レ
ク
ト
ン
作
戦
は
太
平
洋
の

島
々
を
占
拠
し
て
い
る
日
本
軍
を
放
置
（
無
視
）
し
て
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
島
↓
ル
ソ
ン
島
↓
台
湾
島
と
、
飛
び
石
式
に
軍
を
進
め
る
こ
と

に
狙
い
が
あ
っ
た
。 

 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
Ｂ
―
29
の
実
戦
配
備
や
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画

の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の
で
、
少
し
で
も
早
く
日
本
に
白
旗
を
上

げ
さ
せ
た
か
っ
た
。
そ
れ
は
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
日
本
に
大
量
の
爆

弾
を
落
と
し
た
り
、
大
勢
の
日
本
人
を
殺
害
す
る
こ
と
を
忌
避
し
た

か
っ
た
ば
か
り
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
最
終
的
な
勝
利
と
世
界
に
平

和
を
も
た
ら
し
た
将
軍
と
し
て
歴
史
に
残
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
た

め
だ
っ
た
。 

 
実
際
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
陸
軍
参
謀
本
部
に
予
想
さ
れ
る
詳
細
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）
を
提
出
し
て
い
た
。「
レ
ノ
計
画
」
が
そ

れ
で
、
キ
ン
グ
Ⅱ
作
戦
の
着
手
（
ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
上
陸
：
四
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五
年
一
月
六
〜
九
日
））
は
予
定
よ
り
四
十
日
も
早
か
っ
た
。 

 
こ
の
と
き
か
ら
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
無
条
件
受
諾
か
ら
四
日
後
の
八
月

十
九
日
ま
で
、
ル
ソ
ン
島
で
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ク
ル
ー
ガ
ー
中
将
麾

下
の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
第
六
軍
と
山
下
奉
文
大
将
麾
下
の
日
本
陸
軍
第

十
四
方
面
軍
の
間
で
血
み
ど
ろ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。 

  

書
き
そ
び
れ
た
の
は
、
台
湾
沖
航
空
戦
に
お
け
る
日
本
軍
航
空
機

の
損
失
で
あ
る
。
投
入
し
た
航
空
機
は
延
べ
六
百
四
十
四
機
に
及
び
、

損
失
は
三
百
機
を
上
回
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
攻
撃
で
は

第
二
十
六
航
空
戦
隊
司
令
官
・
有
馬
正
文
少
将
自
ら
が
一
番
機
に
乗

り
込
み
、
敵
空
母
に
め
が
け
て
突
撃
、
自
爆
し
て
い
る
。 

 

有
馬
の
自
殺
行
為
は
彼
個
人
の
死
の
み
を
意
味
し
な
か
っ
た
。
二

百
五
十
キ
ロ
爆
弾
を
装
着
し
た
航
空
機
を
敵
艦
船
に
突
入
さ
せ
る
特

別
攻
撃
、
い
わ
ゆ
る
「
特
攻
」
が
正
規
の
作
戦
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、

以
後
、
無
為
な
死
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
く
。 

 

十
月
二
十
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
し
、
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
大
将
が
「
自
由
の
声
」
放
送
で 

 

「
ア
イ
・
ハ
ブ
・
リ
タ
ー
ン
ド
」（
わ
た
し
は
帰
っ
て
き
た
） 

 

と
放
送
し
た
。
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
か
ら
脱
出
し
た
と
き
に
発
し

た
「
ア
イ
・
シ
ャ
ル
・
リ
タ
ー
ン
」
に
対
応
さ
せ
た
言
葉
だ
っ
た
。 

 

十
月
二
十
四
日
、「
大
和
」
の
姉
妹
艦
と
し
て
建
造
さ
れ
た
「
武

蔵
」
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
シ
ブ
ヤ
ン
湾
に
沈
没
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の

攻
撃
機
二
百
六
十
四
機
が
五
波
に
わ
た
っ
て
殺
到
し
、
魚
雷
十
五
本
、

爆
弾
二
十
発
を
命
中
さ
せ
た
。
世
界
に
誇
っ
た
四
十
六
サ
ン
チ
砲
は
、

一
度
も
戦
艦
決
戦
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

十
一
月
五
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
で
激

し
い
航
空
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
日
本
海
軍
は
航
空
機
百
七
十
八
機
、

搭
乗
員
七
百
二
十
八
人
を
投
入
し
、
百
二
十
一
機
と
約
四
百
人
が
失

わ
れ
た
。 

 

一
九
四
五
年
三
月
一
日
、
硫
黄
島
の
日
本
軍
が
全
滅
し
た
。
戦
死

者
は
日
本
軍
の
約
二
万
二
千
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
約
二
万
五
千

人
に
達
し
た
。
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
戦
死
者
数
が
守
備
隊
の
戦
死
者

数
を
上
回
っ
た
の
は
、
硫
黄
島
の
戦
い
が
唯
一
で
あ
る
。 

 

三
月
十
日
、
東
京
の
夜
空
を
Ｂ
―
29
の
大
編
隊
が
覆
い
、
大
量

の
焼
夷
弾
と
爆
弾
を
投
下
し
た
。
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン

の
三
航
空
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
計
三
百
三
十
四
機
が
投
下
し
た
爆

弾
と
焼
夷
弾
は
二
千
ト
ン
に
達
し
た
。
東
京
の
町
は
火
の
海
と
な
り
、

家
屋
二
万
七
千
軒
以
上
が
焼
け
、
市
民
八
万
四
千
人
が
死
亡
、
百
万

人
を
超
え
る
市
民
が
被
災
し
た
。 

 
三
月
十
三
日
の
深
夜
に
は
、
四
時
間
近
く
に
わ
た
っ
て
大
阪
が
空

襲
を
受
け
た
。
数
次
に
来
襲
し
た
Ｂ
―
29
は
計
五
百
五
十
機
に
及

ん
だ
。
上
空
二
千
メ
ー
ト
ル
の
低
空
か
ら
一
般
家
屋
を
ね
ら
っ
て
ク

ラ
ス
タ
ー
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
約
五
千
人
の
死
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者
・
行
方
不
明
者
が
出
た
。 

 
爆
撃
は
十
二
日
名
古
屋
、
十
四
日
大
阪
、
十
七
日
神
戸
と
連
続
し
、

ア
メ
リ
カ
軍
が
日
本
本
土
を
焦
土
化
す
る
作
戦
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

し
か
し
迎
撃
に
飛
び
立
つ
戦
闘
機
は
数
少
な
く
、
Ｂ
―
29
に
は
高

射
砲
も
届
か
な
か
っ
た
。 

 

設
計
・
試
作
の
段
階
に
あ
っ
た
本
土
防
衛
用
の
局
地
戦
闘
機
「
烈

風
改
」、
夜
間
戦
闘
機
「
電
光
」、
陸
上
戦
闘
機
「
陣
風
」、
高
速
戦

闘
機
「
火
龍
」「
震
電
」、
特
攻
機
「
桜
花
」、
哨
戒
爆
撃
機
「
大
洋
」、

対
潜
哨
戒
攻
撃
機
「
東
海
」、
重
戦
車
「
カ
ト
」「
ホ
リ
」
な
ど
は
木

っ
端
微
塵
に
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。 
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空
母
助
信
濃
努 

し
な
の
：
大
和
型
戦
艦
の
三
番
艦
と
し
て
建
造
さ
れ
て
い

た
が
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
喪
失
し
た
空
母
の
穴
を
埋
め
る
目
的
で
空
母

に
改
造
さ
れ
た
。
通
常
の
空
母
と
い
う
よ
り
「
洋
上
移
動
航
空
基
地
」
と
い

う
発
想
が
強
か
っ
た
。
源
田
實
の
第
一
航
空
艦
隊
構
想
を
船
で
実
現
し
た
か

た
ち
だ
っ
た
。 

 

八
百
キ
ロ
爆
弾
の
水
平
爆
撃
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
防
御
が
施
さ
れ
、「
大

鳳
」
と
同
様
に
飛
行
甲
板
に
七
十
五
ミ
リ
装
甲
板
が
張
ら
れ
た
。
四
四
年
十

一
月
二
十
九
日
、
横
須
賀
か
ら
呉
に
回
航
し
て
い
た
と
き
、
浜
名
湖
の
南
方

沖
合
い
で
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
潜
水
艦
「
ア
ー
チ
ャ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
放
っ

た
魚
雷
四
本
が
右
舷
に
命
中
し
、
和
歌
山
県
潮
の
岬
南
方
四
十
八
キ
ロ
で
転

覆
・
沈
没
し
た
。 

源
田	 

實 

げ
ん
だ
・
み
の
る
／
１
９
０
４
〜
１
９
８
９
。
海
軍
兵
学
校
五

十
二
期
（
一
九
二
四
年
卒
）、
二
七
年
海
軍
砲
術
学
校
を
経
て
霞
ヶ
浦
海
軍
航

空
隊
に
入
っ
た
。
日
中
戦
争
で
日
本
の
制
空
権
確
立
に
貢
献
し
た
あ
と
十
二

式
戦
闘
機（
の
ち
零
式
艦
上
戦
闘
機
）の
開
発
に
参
画
し
た
。真
珠
湾
攻
撃
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
は
旗
艦
・
空
母「
赤
城
」に
参
謀
と
し
て
乗
艦
し
た
。

大
鑑
巨
砲
主
義
に
立
た
ず
航
空
機
の
戦
略
的
活
用
を
本
意
と
し
た
。 

台
湾
沖
航
空
戦	 

こ
の
と
き
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
レ
イ
テ
上
陸
作
戦
を
前
に
日

本
軍
の
航
空
兵
力
の
撃
滅
を
ね
ら
い
ハ
ル
ゼ
ー
大
将
が
率
い
る
第
三
十
八
任

務
部
隊
を
も
っ
て
日
本
軍
航
空
機
を
お
び
き
出
し
た
。
暗
号
解
読
に
よ
っ
て

日
本
軍
の
動
き
は
逐
一
知
ら
れ
て
い
た
。
日
本
軍
は
戦
略
的
な
罠
に
落
ち
た

の
で
あ
る
。 

第
三
十
八
任
務
部
隊	 

正
規
空
母
九
、軽
空
母
八
、戦
艦
六
、巡
洋
艦
十
四
、

駆
逐
艦
五
十
八
、
護
衛
空
母
十
一
、
給
油
艦
三
で
成
っ
て
い
た
。
日
本
軍
航

空
機
に
よ
る
被
害
は
重
巡
洋
艦
「
キ
ャ
ン
ベ
ラ
」
と
軽
巡
洋
艦
「
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
」
が
大
破
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

サ
ン
チ	 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
同
義
。
明
治
初
期
、
日
本
陸
軍
は
兵
制
を
プ

ロ
シ
ア
に
学
ん
だ
た
め
兵
器
の
単
位
な
ど
に
ド
イ
ツ
語
読
み
が
定
着
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
流
兵
制
だ
っ
た
た
め
イ
ン
チ
、
ポ
ン
ド
が

使
わ
れ
た
。 

フ
勋
リ
ピ
ン
沖
海
戦
（
レ
イ
テ
沖
海
戦
） 

フ
ィ
リ
ピ
ン
再
上
陸
・
奪
回
を

目
指
す
ア
メ
リ
カ
軍
と
絶
対
防
衛
ラ
イ
ン
死
守
を
ね
ら
う
日
本
軍
が
総
力
を

傾
け
て
戦
っ
た
。
十
月
二
十
四
日
の
シ
ブ
ヤ
ン
海
海
戦
、
二
十
五
日
の
サ
マ

ー
ル
沖
海
戦
、
エ
ン
ガ
ノ
沖
海
戦
、
ス
リ
ガ
オ
海
峡
夜
戦
な
ど
様
々
な
名
で

呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

帝
国
海
軍
は
艦
隊
主
力
を
レ
イ
テ
湾
に
突
入
さ
せ
る
作
戦
だ
っ
た
が
、「
大

和
」
の
姉
妹
艦
で
あ
る
超
弩
級
戦
艦
「
武
蔵
」、
戦
艦
「
山
城
」「
扶
桑
」、
空

母
「
瑞
鶴
」「
瑞
鳳
」「
千
代
田
」「
千
歳
」、
重
巡
「
愛
宕
」「
摩
耶
」「
鳥
海
」

「
筑
摩
」「
鈴
谷
」「
最
上
」、
軽
巡
「
能
代
」「
多
摩
」「
阿
武
隈
」、
駆
逐
艦

「
山
雲
」「
朝
雲
」「
満
潮
」「
野
分
」「
早
霜
」「
藤
波
」「
不
知
火
」「
秋
月
」

「
初
月
」
な
ど
を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
神
風
特
別
攻
撃
隊
「
敷
島
隊
」
が

ア
メ
リ
カ
の
護
衛
空
母
「
セ
ン
ト
・
ロ
ー
」
を
撃
沈
し
た
の
は
こ
の
と
き
だ

っ
た
。 

四
式
重
爆
撃
機
助
飛
龍
努 

ひ
り
ゅ
う
：
全
長
十
八
メ
ー
ト
ル
、
全
幅
二
十

二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
最
高
速
度
五
百
三
十
七
キ
ロ
／
時
、
爆
弾
積
載
量
一
ト

ン
、
十
二
・
七
ミ
リ
機
銃
三
基
、
二
十
ミ
リ
機
銃
一
基
を
備
え
て
い
た
。 

局
地
戦
闘
機
助
烈
風
改
努 

れ
っ
ぷ
う
か
い
：
零
戦
に
代
る
次
期
主
力
戦
闘

機
と
し
て
四
四
年
十
月
に
完
成
し
た
「
烈
風
」
を
さ
ら
に
大
型
化
し
、
排
気

タ
ー
ピ
ン
過
給
器
、
三
十
ミ
リ
砲
を
主
翼
に
四
、
胴
体
後
上
斜
め
に
二
の
計
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六
門
を
装
備
し
た
。 

夜
間
戦
闘
機
助
電
光
努 

で
ん
こ
う
：
海
軍
試
作
丙
戦
闘
機
と
し
て
最
初
か

ら
夜
間
戦
闘
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
。
機
首
に
レ
ー
ダ
ー
、
三
十
ミ
リ
機
銃

二
基
、
二
十
ミ
リ
機
銃
二
基
お
よ
び
遠
隔
操
作
式
二
十
ミ
リ
連
装
旋
回
機
銃

一
基
を
装
備
す
る
予
定
だ
っ
た
。
全
装
備
自
重
が
約
十
ト
ン
と
い
う
大
型
機

で
最
高
速
度
は
六
百
六
十
九
キ
ロ
／
時
を
記
録
、
四
五
年
八
月
の
完
成
を
目

指
し
た
が
同
年
六
月
の
空
襲
で
設
計
図
、
試
作
機
の
い
ず
れ
も
が
全
焼
・
破

壊
さ
れ
た
。 

陸
上
戦
闘
機
助
陣
風
努 
じ
ん
ぷ
う
：
全
長
十
・
一
二
メ
ー
ト
ル
、
全
翼
幅

十
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
自
重
三
・
五
ト
ン
の
単
座
式
で
、
最
高
速
度
は
六
百

八
十
五
キ
ロ
／
時
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
で
三
千
四
百
二
十
五
キ
ロ
を
航
続

で
き
る
設
計
だ
っ
た
。
主
翼
に
二
十
ミ
リ
機
銃
四
な
い
し
三
十
ミ
リ
機
関
砲

二
基
、
機
首
に
十
三
ミ
リ
機
銃
二
基
を
装
備
し
た
実
物
模
型
ま
で
で
き
た
と

こ
ろ
で
終
戦
と
な
っ
た
。 

高
速
戦
闘
機
助
火
龍
」 

か
り
ゅ
う
：
中
島
飛
行
機
が
設
計
を
完
了
し
た
段

階
で
終
戦
を
迎
え
た
。 

高
速
・
高
高
度
局
地
戦
闘
機
助
震
電
努 

し
ん
で
ん
：
全
長
九
・
七
六
メ
ー

ト
ル
、
全
翼
幅
十
一
・
一
一
メ
ー
ト
ル
で
機
体
の
最
後
尾
に
プ
ロ
ペ
ラ
を
置

き
、
後
退
翼
と
垂
直
尾
翼
を
百
八
十
度
回
転
さ
せ
た
設
計
だ
っ
た
。
最
高
速

度
は
七
百
五
十
キ
ロ
／
時
で
爆
弾
二
百
四
十
キ
ロ
を
装
着
で
き
、
三
十
ミ
リ

機
関
砲
四
門
、
七
・
七
ミ
リ
機
銃
二
基
を
装
備
し
た
。 

特
攻
機
助
桜
花
努 

お
う
か
：
火
薬
を
爆
発
さ
せ
て
推
力
を
得
る
火
薬
式
ロ

ケ
ッ
ト
で
最
高
速
度
八
百
七
十
六
キ
ロ
／
時
を
達
成
し
た
。
一
式
陸
攻
な
い

し
九
七
式
艦
攻
で
懸
垂
し
、
敵
艦
隊
の
近
く
で
切
り
離
し
て
突
入
す
る
特
攻

専
用
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
一
千
二
百
キ
ロ
爆
弾
に
翼
と
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン

ジ
ン
を
付
け
、
操
縦
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
っ
た
ほ
う
が
正
し
い
。 

哨
戒
爆
撃
機
助
大
洋
努 

た
い
よ
う
：
金
属
不
足
か
ら
機
体
を
木
製
に
し
た

も
の
だ
っ
た
が
、
完
成
し
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。 

対
潜
哨
戒
攻
撃
機
助
東
海
努 

と
う
か
い
：
視
界
を
よ
く
す
る
た
め
機
首
を

ガ
ラ
ス
張
り
に
し
、
低
空
で
の
哨
戒
と
攻
撃
を
安
定
さ
せ
る
た
め
双
発
と
し

た
。
九
州
飛
行
機
が
開
発
し
わ
ず
か
に
実
戦
配
備
さ
れ
た
が
十
分
な
性
能
を

発
揮
し
な
い
う
ち
に
終
戦
と
な
っ
た
。 

重
戦
車
助
カ
ト
努	 

ソ
連
軍
の
重
戦
車
「
ス
タ
ー
リ
ン
」
と
の
決
戦
を
想
定

し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。
口
径
百
五
ミ
リ
の
対
戦
車
砲
を
固
定
装
備
し
射

程
一
千
メ
ー
ト
ル
で
厚
さ
二
百
ミ
リ
の
鋼
板
を
打
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
た
。

連
合
国
軍
の
主
力
戦
車
「
Ｍ
４
」
が
相
手
で
あ
れ
ば
一
撃
で
宙
に
吹
き
飛
ば

し
た
と
さ
れ
る
。 

重
戦
車
助
ホ
リ
努	 

カ
ト
と
同
じ
く
百
五
ミ
リ
砲
を
搭
載
し
、
砲
塔
が
回
転

す
る
方
式
を
採
用
し
、
か
つ
前
面
装
甲
の
厚
さ
を
百
二
十
五
ミ
リ
に
し
て
防

御
力
を
強
化
し
た
。
満
州
に
お
け
る
ソ
連
機
械
化
部
隊
お
よ
び
本
土
決
戦
を

想
定
し
て
設
計
さ
れ
た
が
、
鉄
鋼
の
不
足
か
ら
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 
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